
大船渡市被災跡地土地利用方針について 

 

１１１１    ワーキンググループワーキンググループワーキンググループワーキンググループのののの役割役割役割役割    

ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）は、「大船渡市内の災害危険区

域及び大船渡駅周辺におけるＪＲ線より山側の浸水区域（大船渡駅周辺地区土

地区画整理事業区域を除く）」（以下、「被災跡地」という。）の土地利用につい

て、大船渡市復興計画に係る土地利用方針（平成 23 年 10 月 31 日議会説明）を

基本に、地域の要望を踏まえ復興を加速させる効率的な土地利用を検討するも

のとする。 

 

２２２２    土地利用を検討する範囲土地利用を検討する範囲土地利用を検討する範囲土地利用を検討する範囲    

 ＷＧが土地利用を検討する範囲は、前項で定義する「被災跡地」に限定するが、

検討にあたっては被災跡地周辺の各種施設等の影響を考慮するものとする。 

 また、被災跡地利用検討の有効性、地域要望の状況及び他事業の進捗を考慮

し、大船渡市復興推進本部会議において優先度が高いと判断された地域を重点

的に検討する。 

 

３３３３    検討方法検討方法検討方法検討方法    

 各回に事務局が提案する地域について、以下の手法で検討するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※第１工程･･･当ＷＧのプロセスであり役割 

 ※第２工程･･･地域協議の期間 

 ※第３工程･･･合意形成から被災跡地土地利用基本方針策定までの期間 

 

事務局は、他事業で土地利用方針が概ね固まっている地域や要望が代表組織

により取りまとめされている地域を優先的にＷＧに提案する。 

 なお、土地利用課は地域の代表組織と随時接触し情報収集に努め、情報を整

理してＷＧに提案する。 
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４４４４    ＷＧの成果ＷＧの成果ＷＧの成果ＷＧの成果    

 ＷＧの第１工程の成果は、大船渡市復興推進本部会議で承認を経た後、地域協

議に入るものとする。地域協議の結果をＷＧにフィードバックし、第１～第２

工程を必要に応じて繰り返す。 

 また、第３工程では、復興計画土地利用方針の取りまとめに向けた「土地利

用方針図」を作成し、復興推進本部会議に提出するものとする。 

 

５５５５    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

 ＷＧは、原則、毎月末の復興推進本部会議の１週間程度前に開催する。ただし、

協議事項がある場合は、随時開催する。 

 事務局は、毎月の開催に合わせ、被災跡地の土地利用方針検討が必要な地域

を進捗度の高いものから提案し、平成 27 年３月末までに全地域の合意形成を図

る。 
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